
●台風への警戒と備え
　台風は、７月から 10月にかけて最も多く発生するため、今後も警戒が必要になります。台風が
接近する際は、特に以下の点に注意してください。
・不要不急の外出は控えましょう。
・海や川などの危険な場所には、近づかないようにしましょう。
・台風の接近と満潮時刻が重なるときは、高潮にも警戒しましょう。
・風が強い中での屋外作業（特に高所作業）は、控えてください。
・�風が強くなる前に庭やベランダを点検し、飛散のおそれがあるものは、屋内へ移動するか、固定
しましょう。
・�停電に備え、戸別受信機の電池交換や懐中電灯の準備をしましょう。停電情報は左上の「九州停
電情報提供アプリ」から入手できます。

●「防災の日」と「防災週間」
　毎年９月１日は「防災の日」です。また、「防
災の日」を含む８月３０日から９月５日までの
１週間は「防災週間」です。
　９月は、関東大震災の発生（大正 12（1923）
年 9 月 1 日）や、伊勢湾台風の襲来（昭和 34
（1959）年 9 月 26 日）がありました。このよ
うな出来事から、災害に対する心構えを育成す
る目的で、９月１日が「防災の日」と制定され
ています。「防災の日」や「防災週間」をきっか
けに我が家の防災体制などを見直しましょう。
　災害による被害は、事前に備えておくことに
より、軽減することができます。
　いざというときに慌てることがないよう、避
難場所や避難経路、非常持出品などの確認をし
ましょう。
● 防災の基本行動
　日常的な火災や救急は「公助」が大切ですが、
大規模災害時では、行政や消防機関の機能が麻
痺する可能性があるため、「自助」や「共助」が
重要になります。
　このため、日ごろからの自治区活動等をとお
して、地域が一体となった助け合い体制を築き
ましょう。

自助　　自分で自分（家族）を守ること

共助　　�お隣やご近所（自治区など）で助け合
うこと

公助　　行政や消防機関などの救援のこと

９月１日は防災の日です
防災のこと、日ごろから考えていますか？

▷問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）
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　パリ 2024 パラリンピックが８月 28 日水から９月８日日の 12 日間、
22 競技で行われます。参加アスリートは約 4,400 人で、障がいのある
トップアスリートが出場できる世界最高峰の国際大会です。
　さまざまな障がいのあるアスリートたちが創意工夫を凝らして限界に
挑むパラリンピックは、多様性を認め、誰もが個性や能力を発揮し活躍
ができる公正な機会が与えられている場です。すなわち、共生社会を具
現化するための重要なヒントが詰まっている大会です。社会の中にある
バリアを減らしていくことの必要性や、発想の転換が必要なことを気付
かせてくれます。
　では、共生社会とは、どのような社会でしょうか。さまざまな人々が、
すべて分け隔てなく暮らしていくことのできる社会です。障がいのある
人もない人も、支える人と支えられる人に分かれることなく共に支え合
い、さまざまな人々の能力が発揮される社会です。
　共生社会の実現を目指すためには、環境のバリアフリーと心のバリア
フリーが必要です。
【環境のバリアフリーとは】
①�物理的な面＝狭い道路や段差など、車いすだと通りにくい場所をなく
すことなど
②�制度的な面＝障がいのある人でも特定の資格や免許を取得できるよう
にすることなど
③�文化や情報の面＝点字や手話を配置した講演会、多言語によるアナウ
ンスや視覚からも分かる情報など

【心のバリアフリーとは】
①�環境や心のバリアを取り除くのは、社会の責任であると理解すること
②�障がい者を差別しないこと
③�自分とは違う状況にある人ともコミュニケーションできる力を身につ
けることや、困り事や苦しみを理解する心を持つこと
　障がいや、障がい者の困り事への理解を深めたり、手助けをしたりす
るなど、一人一人が具体的な行動を起こすことで、共生社会を実現して
いきましょう。

差別をなくすために  第４７１号

共生社会に向けて 芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）
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△エレベーターに車いす用ボタン
がなく、手が届かない

△盲導犬が店に入るのを断られて、
目の不自由な人が利用できない

△車内アナウンスのみで、耳の
不自由な人は内容がわからない
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